
高
岸
源
太
郎
と
料
亭
「
な
る
み
」
に
つ
い
て

　
高
岸
源
太
郎
は
福
井
県
に
生
ま
れ
、
大
正
の
初
期
か
ら
昭
和
二

十
年
代
ま
で
、
別
府
市
に
料
亭
「
な
る
み
」
を
経
営
し
て
大
い
に

名
を
成
し
、
別
府
の
宣
伝
と
公
共
事
業
に
尽
く
し
た
。

一
　
源
太
郎
の
出
生
と
修
業
時
代

　
高
岸
源
太
郎
は
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
十
月
三
日
に
福
井
県

今
立
郡
南
中
山
村
中
津
山
（
現
今
立
町
国
中
）
に
生
ま
れ
る
。

　
父
長
兵
衛
は
漆
の
仲
買
を
職
業
と
し
、
後
年
源
太
郎
が
四
、
五

歳
の
時
、
信
州
長
野
に
移
住
し
た
。

　
源
太
郎
は
十
三
、
四
歳
の
頃
、
志
を
立
て
て
大
阪
で
料
理
道
の

修
業
に
入
っ
た
。
大
阪
の
職
人
時
代
か
ら
金
次
郎
と
名
乗
り
、
気

性
が
激
し
く
直
情
的
で
正
義
感
の
強
い
と
こ
ろ
か
ら
「
鉄
砲
金
」

と
あ
だ
名
さ
れ
る
。
彼
は
合
気
道
を
会
得
し
て
い
た
た
め
喧
嘩
も

強
か
っ
た
が
、
常
に
素
手
で
闘
い
、
負
け
た
こ
と
が
無
い
と
い
う

矢
　
島
　
嗣
　
久

の
が
自
慢
で
あ
っ
た
。

　
源
太
郎
は
大
阪
で
修
業
後
、
料
理
長
と
し
て
名
を
上
げ
た
。
特

に
「
煮
炊
き
に
関
し
て
は
金
さ
ん
（
鉄
砲
金
）
の
右
に
出
る
者
は

い
な
い
」
と
い
わ
れ
た
。
明
治
の
後
年
に
は
広
島
県
宮
島
の
料
亭

「
岩
惣
」
に
料
理
長
と
し
て
勤
務
す
る
。
こ
の
「
岩
惣
」
在
職
中

に
別
府
出
身
の
先
妻
ナ
ル
と
知
り
あ
っ
た
。
ナ
ル
は
、
後
年
料
亭

「
な
る
み
」
と
共
に
別
府
の
兄
弟
店
と
し
て
繁
盛
し
た
料
亭
「
お

多
福
」
の
先
代
安
部
光
二
郎
の
妹
に
あ
た
る
。

　
源
太
郎
は
宮
島
の
「
岩
惣
」
を
退
職
後
、
山
口
県
下
関
の
料
亭

「
群
芳
閣
」
に
身
を
寄
せ
て
、
ふ
ぐ
料
理
の
技
術
を
研
究
し
た
。

　
二
　
料
亭
「
な
る
み
」
の
開
店

　
源
太
郎
は
大
正
三
年
頃
来
別
し
、
最
初
は
楠
木
町
の
大
衆
劇
場

「
な
の
字
館
」
の
横
に
小
さ
な
す
し
屋
を
開
き
、
妻
ナ
ル
も
す
し
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を
握
っ
た
。
現
在
の
楠
木
町
七
の
秋
葉
通
り
寄
り
で
あ
る
。

　
翌
年
の
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
、
浮
世
小
路
、
も
と
楠
木
町

店
の
裏
の
一
角
に
割
烹
店
「
な
る
み
」
を
創
業
す
る
。
現
在
の
流

川
三
丁
目
に
あ
る
丸
食
の
南
側
、
楠
木
町
六
に
あ
た
る
。

　
「
な
る
み
」
の
名
の
由
来
は
、
「
な
る
」
は
妻
ナ
ル
か
ら
、
「
み
」

は
兄
弟
店
お
多
福
の
光
二
郎
の
一
人
娘
「
ミ
サ
ヲ
」
の
「
み
」
を

採
っ
て
源
太
郎
自
身
が
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
ミ
サ
ヲ
は
ナ
ル
の

姪
で
安
部
実
先
夫
人
に
あ
た
る
。

　
源
太
郎
、
ナ
ル
夫
婦
は
二
人
と
も
、
朝
か
ら
深
夜
ま
で
裸
足
で

走
り
ま
わ
り
、
最
初
は
浜
脇
の
遊
廓
に
早
朝
か
ら
出
前
に
精
を
出

し
た
。
こ
の
二
人
の
働
き
ぶ
り
を
中
浜
筋
の
洋
品
店
「
あ
か
ｙ
べ
」

の
先
々
代
小
県
虎
市
が
見
て
、
出
前
用
の
三
輪
車
（
リ
ヤ
カ
ー
）

や
営
業
用
の
什
器
を
貸
し
与
え
た
。

　
三
　
源
太
郎
の
人
柄
と
信
条

　
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
、
現
二
代
目
克
郎
氏
が
養
子
に
迎

え
ら
れ
た
。
克
郎
氏
は
、
源
太
郎
と
同
郷
の
福
井
県
で
同
じ
村
の

出
身
で
あ
る
。

源
太
郎
は
元
来
単
純
な
人
で
策
を
弄
す
る
こ
と
を
嫌

Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｘ

感
激

屋
で
扱
い
や
す
い
タ
イ
プ
で
あ
る
が
、
反
面
己
の
正
義
感
を
あ
く

ま
で
も
基
準
に
し
て
強
情
な
と
こ
ろ
も
見
受
け
ら
れ
た
。

　
宇
都
宮
則
綱
先
生
が
機
会
あ
る
ご
と
に
「
な
る
み
ほ
ど
別
府
で

巨
万
の
富
を
稼
い
だ
店
も
な
い
が
、
な
る
み
ほ
ど
巨
万
の
財
を
散

じ
た
店
も
な
い
」
と
話
し
て
お
ら
れ
た
。
則
綱
先
生
は
鉄
輪
の
鬼

山
地
獄
を
経
営
さ
れ
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
と
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）
に
は
別
府
市
議
会
議
員
、
の
ち
衆
議
院
議
員
に
当

選
さ
れ
代
議
士
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
。

　
源
太
郎
は
、
時
に
は
他
人
に
金
子
を
貸
し
て
も
借
用
証
文
を
と

ら
な
い
こ
と
で
も
有
名
で
、
死
後
一
枚
の
貸
金
証
文
も
無
か
っ
た
。

　
源
太
郎
の
日
常
生
活
は
実
に
質
素
な
も
の
で
あ
り
。
外
面
は
頭

の
低
い
笑
顔
の
よ
い
人
で
あ
る
が
、
家
庭
で
は
己
を
持
す
る
こ
と

も
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
家
人
に
も
や
か
ま
し
い
主
人
で
あ
っ
た
。

衣
食
住
に
は
粗
末
で
一
生
を
床
の
間
も
無
い
自
室
の
茶
の
間
で
起

き
居
し
、
こ
の
居
間
で
人
生
の
終
焉
を
迎
え
た
。
別
荘
は
顧
客
の

奉
仕
と
サ
ー
ビ
ス
に
使
用
し
て
、
自
分
の
安
逸
な
生
活
に
は
一
日

も
使
用
す
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
。
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四
　
「
な
る
み
」
を
取
り
巻
く
応
後
者
達

　
宇
都
宮
則
綱
先
生
は
自
ら
「
な
る
み
の
宣
伝
係
」
と
称
し
、
開

店
当
時
か
ら
の
応
援
者
だ
っ
た
。
先
生
は
大
正
十
二
年
（
一
九
二

三
）
の
関
東
大
震
災
後
、
東
京
本
郷
の
黒
門
町
に
「
な
る
み
支
店
」

の
看
板
で
ふ
ぐ
料
理
店
を
開
店
す
る
。

　
中
浜
筋
の
「
あ
か
か
べ
」
の
先
代
小
県
五
郎
も
源
太
郎
の
友
人

で
あ
り
、
「
な
る
み
」
の
強
力
な
支
援
者
で
も
あ
っ
た
。

　
源
太
郎
の
主
治
医
で
、
そ
の
最
後
を
看
取
っ
た
内
田
初
三
郎
先

生
と
は
医
師
と
患
者
の
問
を
超
え
た
関
係
で
、
源
太
郎
は
終
生
内

田
先
生
を
「
家
務
顧
問
」
と
し
て
頼
り
に
し
て
い
た
。

　
楠
町
の
池
辺
守
松
の
好
意
で
そ
の
所
有
地
を
料
亭
「
な
る
み
」

と
し
て
永
年
に
渡
り
拝
借
し
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
に
は

源
太
郎
の
申
し
出
に
よ
り
こ
の
土
地
を
譲
り
受
け
た
。

　
元
別
府
市
収
入
役
黒
田
正
氏
尊
父
の
黒
田
利
太
郎
は
「
な
る
み
」

の
創
業
当
初
か
ら
の
協
力
者
で
、
源
太
郎
、
ナ
ル
夫
妻
の
信
頼
を

得
て
会
計
及
び
雑
務
一
切
を
引
き
受
け
て
頂
き
、
大
番
頭
と
し
て

三
十
年
ち
か
く
「
な
る
み
」
の
帳
場
に
座
っ
て
居
ら
れ
た
。

　
昭
和
二
十
年
頃
、
「
な
る
み
」
が
訴
訟
問
題
で
困
っ
て
い
る
と

こ
ろ
を
木
下
部
先
生
の
調
停
に
よ
り
円
満
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
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き
た
。
先
生
は
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
四
月
、
大
分
県
知
事

就
任
後
も
「
な
る
み
」
を
応
援
さ
れ
た
。

　
油
屋
熊
八
は
愛
媛
県
宇
和
島
市
の
出
身
で
、
明
治
四
十
三
年

（
一
九
一
〇
）
、
別
府
流
川
に
亀
の
井
旅
館
（
現
亀
ノ
井
ホ
テ
ル
）

を
開
業
し
た
。
自
ら
を
別
府
の
外
務
大
臣
と
任
じ
て
観
光
別
府
を

内
外
に
宣
伝
し
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
は
バ
ス
四
台
を
購

入
し
て
、
バ
ス
ガ
イ
ド
付
き
の
地
獄
巡
り
を
始
め
た
。
源
太
郎
は

熊
八
を
先
輩
と
し
て
尊
敬
し
、
親
交
し
て
い
た
。

　
昭
和
三
年
十
二
月
、
別
府
大
阪
航
路
が
二
便
制
と
な
っ
た
た
め
、

料
亭
「
な
る
み
」
も
大
い
に
繁
盛
す
る
。

　
最
盛
期
の
「
な
る
み
」
は
四
百
三
十
坪
の
敷
地
に
、
三
階
に
は

百
三
十
畳
で
舞
台
付
き
の
大
広
間
を
は
じ
め
、
二
階
に
は
七
十
畳

一
部
屋
と
二
十
五
畳
二
部
屋
の
中
広
間
が
あ
り
、
全
部
で
三
十
近

い
部
屋
を
持
っ
た
料
亭
で
、
三
百
人
は
ゆ
う
に
利
用
で
き
た
。

五
　
久
遠
宮
家
と
の
関
係

　
大
正
十
二
年
（
一
丸
こ
二
）
、
源
太
郎
は
第
十
二
代
大
分
県
官

選
知
事
後
藤
祐
明
氏
の
知
偶
を
得
て
、
同
氏
の
親
友
で
在
京
の
大

分
県
宇
佐
出
身
の
賀
来
佐
賀
太
郎
氏
（
元
台
湾
総
督
府
総
務
長
官
、

料亭「なるみ」の正門
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兼
務
専
売
局
長
）
に
引
き
合
わ
さ
れ
た
。

　
当
時
、
賀
来
氏
は
別
府
市
亀
川
町
に
建
設
さ
れ
た
台
湾
総
督
府

関
係
の
療
養
宿
泊
施
設
「
長
生
閣
」
の
委
託
経
営
者
を
探
し
て
い

た
が
、
翌
年
の
大
正
十
三
年
頃
、
後
藤
知
事
の
推
薦
で
源
太
郎
が

そ
の
指
名
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
長
生
閣
を
創
設
し
た
の
は
、
の
ち
の
東
京
市
長
と
な
ら
れ
た
台

湾
総
督
府
の
民
政
長
官
後
藤
新
平
伯
爵
で
あ
る
。
当
時
、
後
藤
伯

爵
の
直
属
部
下
で
あ
っ
た
賀
来
佐
賀
太
郎
専
売
局
長
（
台
湾
総
督

府
）
は
、
の
ち
総
督
府
の
総
務
長
官
と
な
ら
れ
た
。

　
大
正
十
四
年
一
月
、
亀
川
の
長
生
閣
の
あ
る
隣
接
地
に
別
府
海

軍
病
院
が
で
き
る
。
長
生
聞
が
海
軍
病
院
に
寄
贈
さ
れ
た
の
は
、

太
平
洋
戦
争
た
け
な
わ
の
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
で
あ
っ
た
。

　
　
「
な
る
み
」
は
当
時
、
長
生
閣
が
海
軍
病
院
に
寄
贈
手
続
き
が

完
了
す
る
ま
で
、
こ
の
経
営
を
続
け
た
。

　
そ
の
間
、
長
生
閣
内
に
皇
族
用
の
御
殿
も
併
設
さ
れ
、
賀
来
氏

が
昭
和
天
皇
の
皇
后
（
良
子
妃
殿
下
）
の
父
に
あ
た
る
久
瀾
宮
邦

彦
王
殿
下
の
家
務
顧
問
を
さ
れ
て
お
ら
れ
た
関
係
で
、
昭
和
六
、

七
年
頃
（
一
丸
三
一
、
三
二
）
、
殿
下
並
び
に
大
妃
殿
下
、
及
び

良
子
女
王
殿
下
（
の
ち
昭
和
天
皇
の
皇
后
陛
下
）
の
お
三
方
が
お

揃
い
で
亀
川
の
長
生
閣
に
御
成
り
の
際
、
始
め
て
源
太
郎
が
御
奉

仕
し
た
の
が
宮
家
に
出
入
り
を
始
め
た
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
毎
年
、
年
末
の
三
十
日
に
は
、
源
太
郎
が
氷
詰
め
に
し
た
ふ
ぐ

を
持
参
し
て
東
京
青
山
常
磐
松
町
の
久
瀦
宮
家
に
伺
い
、
自
ら
包

丁
を
振
っ
て
料
理
し
宮
様
に
献
上
し
た
。
こ
の
行
事
は
太
平
洋
戦

争
の
昭
和
十
八
年
頃
ま
で
続
い
た
。

六
　
海
軍
と
の
関
係

　
源
太
郎
は
、
明
治
の
末
ご
ろ
、
宮
島
の
「
岩
惣
」
時
代
に
同
郷

福
井
県
出
身
の
加
藤
寛
治
大
将
（
当
時
は
佐
官
級
）
と
出
会
っ
た
。

以
来
加
藤
大
将
の
知
遇
を
得
て
、
別
府
が
海
軍
の
休
養
指
定
地
と

な
り
、
料
亭
「
な
る
み
」
は
連
合
艦
隊
の
将
校
の
指
定
料
亭
と
な
っ

た
。
以
後
、
戦
前
戦
中
を
通
し
て
各
艦
隊
が
陸
続
と
別
府
湾
に
入

港
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
加
藤
寛
治
は
海
軍
大
学
校
長
及
び
連
合
艦
隊
司
令
長
官
を
歴
任
、

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
軍
令
部
長
と
な
り
、
翌
昭
和
五
年
に

は
ロ
ン
ド
ン
条
約
に
対
し
て
、
政
府
に
反
対
す
る
強
硬
派
の
代
表

と
な
っ
た
。

　
永
野
修
身
大
将
（
海
軍
大
臣
）
ほ
か
歴
代
の
連
合
艦
隊
司
令
長
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官
、
吉
田
善
吾
大
将
（
海
軍
大
臣
）
、
高
橋
三
吉
大
将
、
豊
田
副

武
大
将
（
大
分
県
杵
築
市
出
身
）
、
山
本
五
十
六
大
将
（
の
ち
元

帥
）
、
古
賀
峯
一
大
将
（
の
ち
元
帥
）
、
南
雲
忠
一
中
将
、
宇
垣
纏

中
将
ら
が
「
な
る
み
」
を
利
用
し
た
。

　
最
盛
期
の
別
府
に
は
、
芸
者
が
二
百
四
十
人
い
て
、
そ
の
殆
ど

が
ネ
イ
ビ
イ
ェ
ス
（
海
軍
芸
者
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
「
検
番
」

は
「
な
る
み
」
と
流
川
通
り
と
の
間
に
あ
り
、
そ
の
付
近
に
は

「
置
き
屋
」
が
三
十
軒
ば
か
り
軒
を
列
ね
て
い
た
。

　
源
太
郎
は
海
軍
関
係
へ
の
献
金
運
動
も
、
余
剰
さ
え
あ
れ
ば
惜

し
み
無
く
続
け
た
。
彼
は
、
大
野
保
治
氏
（
別
府
史
談
会
副
会
長
）

の
実
母
大
野
チ
ワ
さ
ん
と
一
緒
に
鉄
輪
海
地
獄
付
近
に
二
千
五
百

坪
の
山
林
を
買
収
し
て
、
五
十
メ
ー
ト
ル
の
温
泉
プ
ー
ル
を
傷
病

兵
の
た
め
の
慰
安
用
に
建
設
し
、
平
屋
五
棟
の
休
憩
所
も
造
っ
た
。

な
お
、
艦
隊
人
港
の
さ
い
将
兵
の
上
陸
が
不
便
と
聞
け
ば
独
力
で

浮
き
桟
橋
を
造
り
、
ま
た
飛
行
機
の
献
納
に
も
奔
走
し
た
。
こ
の

よ
う
に
際
限
無
く
献
金
を
続
け
、
高
岸
家
に
は
感
謝
状
、
寄
付
採

納
書
は
二
冊
の
帳
簿
に
二
百
枚
以
上
残
さ
れ
て
い
る
。

　
昭
和
八
年
（
一
丸
三
三
）
二
月
九
日
、
鳥
海
、
摩
耶
、
高
雄
、

愛
宕
の
最
新
一
万
ト
ン
級
巡
洋
艦
を
中
心
と
す
る
末
次
信
正
中
将

の
率
い
る
第
二
艦
隊
二
十
九
隻
が
別
府
湾
に
入
港
し
た
。
四
日
間

碇
泊
し
た
第
二
艦
隊
は
十
二
日
太
平
洋
へ
と
出
航
し
た
。

　
そ
し
て
二
月
二
十
一
日
に
は
小
林
斎
造
中
将
の
率
い
る
第
一
艦

隊
の
旗
艦
陸
奥
以
下
三
十
五
隻
が
入
港
し
、
約
一
万
三
千
の
兵
士

が
三
日
間
に
わ
た
っ
て
上
陸
し
た
。

　
初
代
女
将
ナ
ル
は
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
二
月
九
日
に
死
去

し
た
。
享
年
五
十
三
歳
で
あ
る
。

　
二
代
目
女
将
の
盛
雄
は
愛
知
県
卯
之
町
（
現
宇
和
町
）
の
出
身

で
、
兄
義
一
氏
は
後
年
源
太
郎
の
薦
め
で
中
国
青
島
に
「
な
る
み

支
店
」
を
開
店
し
て
大
い
に
成
功
し
た
。

　
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
一
月
、
別
府
湾
に
日
本
連
合
艦

隊
が
入
港
し
、
高
松
宮
宣
仁
親
王
殿
下
が
乗
組
み
将
校
と
し
て
別

府
に
上
陸
さ
れ
る
。
連
合
艦
隊
の
別
府
入
港
は
こ
れ
が
最
後
と
な
っ

た
。

七
　
太
平
洋
戦
争
と
「
な
る
み
」

　
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
日
本
軍
の
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
攻
撃
に

よ
っ
て
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
た
。
こ
の
奇
襲
作
戦
は
、
連
合
艦

隊
司
令
長
官
山
本
五
十
六
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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真
珠
湾
攻
撃
隊
の
司
令
長
官
南
雲
忠
∵
甲
将
以
下
攻
撃
隊
幹
部

士
官
の
殆
ど
が
、
翌
年
の
一
月
中
旬
頃
、
台
湾
沖
か
ら
大
分
航
空

隊
に
飛
来
し
て
全
員
が
「
な
る
み
」
と
「
お
多
福
」
に
分
か
れ
て
、

凱
旋
後
初
め
て
の
慰
労
宴
が
催
さ
れ
た
。

　
「
お
多
福
」
は
最
初
仕
出
し
屋
と
し
て
「
な
る
み
」
の
北
東
側

の
隅
に
あ
っ
た
が
、
の
ち
南
側
に
移
転
拡
張
し
た
。
新
料
亭
「
お

多
福
」
の
場
所
は
、
「
な
る
み
」
と
は
道
路
を
隔
て
て
い
て
、
そ

の
玄
関
は
南
側
の
秋
葉
通
り
に
面
し
て
い
た
。

　
こ
の
席
上
、
南
雲
司
令
長
官
か
ら
「
こ
の
写
真
は
宇
佐
の
攻
撃

隊
に
撮
ら
せ
て
、
旗
艦
（
航
空
母
艦
赤
城
）
で
現
像
し
た
も
の
で

軍
令
部
に
も
ま
だ
や
っ
て
な
い
の
だ
ぞ
」
と
い
っ
て
、
源
太
郎
が

直
接
頂
い
た
写
真
が
高
岸
家
に
現
存
し
て
い
る
。
こ
の
写
真
は
日

本
軍
の
魚
雷
が
白
線
を
引
い
て
敵
艦
に
当
た
る
寸
前
の
写
真
で
他

に
見
な
い
も
の
で
有
名
で
あ
る
。

　
昭
和
十
八
年
（
一
丸
四
三
）
四
月
十
八
日
、
一
式
陸
攻
（
双
発
、

七
人
乗
り
）
に
分
乗
し
て
前
線
視
察
に
出
発
し
た
連
合
艦
隊
司
令

長
官
山
本
五
十
六
は
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
ブ
イ
ン
上
空
で
ア
メ
リ
カ
軍

機
に
撃
墜
さ
れ
戦
死
し
た
。
享
年
六
十
歳
で
あ
る
。

　
終
戦
前
年
の
昭
和
十
九
年
二
月
、
養
子
克
郎
氏
の
二
度
目
の
応

真珠湾攻撃の写真
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召
の
際
、
大
分
海
軍
航
空
司
令
官
か
ら
「
な
る
み
」
を
呉
水
交
社

の
別
府
分
室
と
し
て
海
軍
の
将
校
倶
楽
部
と
し
海
軍
に
任
せ
な
い

か
と
の
話
が
あ
り
、
海
軍
に
一
任
す
る
こ
と
に
決
定
す
る
。
そ
の

結
果
、
料
亭
「
な
る
み
」
は
「
海
軍
将
校
倶
楽
部
」
と
名
称
を
変

え
て
、
昭
和
二
十
年
の
敗
戦
ま
で
海
軍
専
用
の
脊
同
所
と
な
っ
た
。

　
克
郎
氏
の
出
征
後
、
高
岸
家
の
家
族
は
海
軍
の
庇
護
を
受
け
て

専
ら
二
十
歳
前
後
の
特
攻
隊
将
上
達
に
奉
仕
を
尽
く
し
た
。
高
岸

家
に
は
彼
ら
の
遺
書
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

　
昭
和
十
九
年
三
月
、
古
賀
峯
一
連
合
艦
隊
司
令
長
官
は
、
パ
ラ

オ
と
ダ
バ
オ
間
の
海
上
に
て
飛
行
機
事
故
の
た
め
戦
死
す
る
。

　
別
府
市
末
広
町
八
の
法
務
局
跡
、
現
在
の
チ
ビ
ッ
コ
広
場
の
北

東
側
の
道
路
に
面
し
た
隅
に
御
影
石
の
国
旗
掲
揚
台
が
あ
る
。
こ

れ
に
は
、
内
田
初
三
郎
先
生
と
源
太
郎
の
依
頼
で
古
賀
峯
一
長
官

が
「
な
る
み
」
に
お
い
て
揮
毫
さ
れ
た
「
国
威
顕
揚
」
と
い
う
文

字
が
彫
ら
れ
、
側
面
に
は
「
昭
和
十
七
年
一
月
一
日
、
北
末
広
区
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
南
雲
忠
∵
甲
将
は
中
部
太
平
洋
方
面
艦
隊
司
令
長
官
と
し
て
サ

イ
パ
ン
島
に
て
昭
和
十
九
年
七
月
七
日
に
戦
死
し
た
。

　
源
太
郎
は
昭
和
十
九
年
七
月
に
は
、
公
益
の
た
め
に
多
額
の
私

財
を
寄
付
し
た
功
労
者
に
与
え
ら
れ
る
紺
受
褒
賞
を
受
賞
す
る
。

　
沖
縄
へ
の
特
攻
戦
の
主
力
指
揮
者
で
あ
っ
た
第
五
航
空
艦
隊
司

令
長
官
宇
垣
纏
中
将
は
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
の
敗
戦
と
同

時
に
、
自
決
を
決
意
し
て
、
大
分
基
地
か
ら
彗
星
爆
撃
機
十
一
機

（
二
人
乗
り
）
を
率
い
て
、
十
五
日
夕
刻
、
沖
縄
付
近
の
ア
メ
リ

カ
航
空
母
艦
に
突
入
し
て
果
て
た
。
享
年
五
十
六
歳
で
あ
る
。
こ

れ
は
日
本
軍
最
後
の
特
攻
攻
撃
と
な
っ
た
。

八
　
大
谷
光
端
銭
如
上
人
と
の
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
終
戦
後
、
伊
勢
神
宮
の
戦
禍
に
よ
る
荒
廃
を
八
幡
朝
見
神
社
の
　
6
6

　
　
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

宮
司
神
先
生
か
ら
聞
い
た
源
太
郎
は
、
「
な
る
み
」
の
営
業
の
余

剰
余
を
献
納
し
た
。
奉
讃
会
長
の
村
上
勇
先
生
か
ら
「
な
る
み
が

大
分
県
割
当
額
の
半
分
以
上
を
率
先
し
て
献
納
し
て
く
れ
た
の
で

大
変
助
か
り
ま
し
た
」
と
感
謝
さ
れ
た
。

　
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
十
月
、
終
戦
に
よ
り
別
府
海
軍
病

院
が
国
立
亀
川
病
院
と
し
て
発
足
す
る
。
な
お
、
昭
和
二
十
五
年

七
月
一
日
か
ら
国
立
別
府
病
院
と
改
称
さ
れ
た
。

　
昭
和
二
十
二
年
三
月
、
大
谷
探
検
隊
の
組
織
者
で
、
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
（
西
本
願
寺
）
第
二
十
二
世
前
門
主
大
谷
光
瑞
貌
下



（
鏡
如
上
人
）
は
、
満
州
か
ら
帰
国
後
、
来
別
し
国
立
亀
川
病
院

に
入
院
さ
れ
て
い
て
、
退
院
後
の
余
生
を
風
光
明
媚
な
別
府
の
鉄

輪
付
近
に
定
め
た
い
と
希
望
さ
れ
て
い
た
。

　
源
太
郎
は
当
時
の
別
府
市
長
脇
鉄
一
氏
か
ら
、
光
瑞
貌
下
に
対

し
て
一
日
で
も
永
く
別
府
に
御
滞
在
を
懇
請
し
て
い
る
こ
と
を
聞

い
た
。
源
太
郎
は
「
源
太
郎
個
人
が
所
有
し
て
い
る
鉄
輪
の
土
地

を
無
条
件
で
お
貸
し
し
た
い
」
と
申
し
出
て
、
貌
下
も
非
常
に
喜

ば
れ
、
貌
下
自
ら
の
設
計
で
御
住
居
が
鉄
輪
風
呂
本
に
建
築
さ
れ

た
。
　
光
瑞
貌
下
は
昭
和
二
十
三
年
十
月
十
四
日
、
鉄
輪
の
御
住
居
に

て
遷
化
（
死
去
）
さ
れ
た
。
享
年
七
十
三
歳
で
あ
る
。
貌
下
愛
用

の
Ｉ
メ
ー
ト
ル
の
竹
製
の
ス
テ
ご
’
‐
は
御
遺
品
と
し
て
源
太
郎
が

拝
受
し
、
高
岸
家
に
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

九
　
源
太
郎
の
晩
年

　
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
三
月
、
鉄
輪
地
区
の
有
志
の
方
々

か
ら
「
子
供
公
園
と
し
て
、
大
谷
光
瑞
貌
下
が
住
居
さ
れ
て
い
た

土
地
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
申
し
出
が
あ
り
、
源
太
郎

自
身
は
別
の
計
画
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

そ
の
住
居
跡
は
、
現
在
「
大
谷
公
園
」
と
な
っ
て
石
碑
「
光
瑞
上

人
遷
化
之
碑
」
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　
源
太
郎
は
昭
和
二
十
六
年
二
月
十
五
日
に
直
腸
が
ん
の
た
め
死

去
し
た
。
享
年
七
十
五
歳
で
あ
る
。
葬
儀
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

（
西
本
願
寺
）
の
光
照
法
主
貌
下
の
正
式
代
行
者
と
し
て
藤
音
得

忍
本
願
寺
総
長
（
佐
賀
関
町
神
崎
、
教
尊
寺
出
身
）
が
御
差
遣
の

上
、
直
葬
と
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
な
お
、
法
王
貌
下
直
筆
に

よ
る
戒
名
「
瑞
祥
院
輝
顛
誠
」
を
頂
戴
す
る
。

　
加
藤
称
司
氏
の
発
議
に
よ
り
、
大
谷
公
園
の
ご
用
に
「
高
岸
源

太
郎
翁
頌
徳
碑
」
が
建
立
さ
れ
た
。
そ
の
碑
文
に
よ
れ
ば
、
「
翁

は
明
治
十
年
福
井
県
南
中
山
村
に
生
る
。
壮
年
別
府
市
に
住
居
を

構
え
「
な
る
み
」
を
経
営
し
て
大
い
に
名
を
成
す
。
別
府
の
宣
伝

と
公
共
事
業
に
尽
す
こ
と
数
十
年
本
公
園
土
地
も
亦
翁
の
寄
贈
に

よ
る
も
の
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
四
百
七
十
四
坪
　
　
高
　
岸
　
源
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
二
百
八
十
余
坪
　
　
同
　
　
　
盛
　
雄

昭
和
二
十
六
年
二
月
、
七
十
五
才
に
て
幽
界
に
入
る
。

翁
の
功
績
を
記
念
す
る
為
に
有
志
相
謀
り
本
頌
徳
碑
を
建
立
す
。
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昭
和
三
十
五
年
二
月

　
右
記
録
す
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

建
立
委
員
長

宇
都
宮
　
則

外
　
　
八

加
　
藤
　
称

綱名司

L_

　
な
お
、
こ
れ
以
前
に
大
谷
公
園
に
隣
接
す
る
鉄
輪
交
番
及
び
消

防
団
の
敷
地
も
源
太
郎
の
寄
贈
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
な
る
み
」
の
二
代
目
女
将
盛
雄
は
昭
和
四
十
六
年
（
一
丸
七

一
）
二
月
四
日
に
死
去
し
た
。
享
年
七
十
二
歳
で
あ
る

　
「
な
る
み
」
は
南
須
賀
（
九
州
横
断
道
路
南
側
）
へ
移
転
の
た

め
、
楠
店
（
楠
湯
通
り
）
は
昭
和
四
十
年
三
月
に
閉
店
さ
れ
た
。

　
現
在
、
二
代
目
高
岸
克
郎
氏
は
昭
和
三
十
二
年
三
月
か
ら
別
府

市
石
坂
東
十
丁
目
に
「
天
ぷ
ら
虎
徹
」
を
経
営
さ
れ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
多
く
の
御
教
示
を
頂
き
ま
し
た
高
岸
克
郎
氏
、
及
び

大
野
保
治
氏
に
対
し
て
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
を
申
し

あ
げ
ま
す
。
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